
建造物の
長寿命化対策の
ご提案

VESダンパー工法 ホテル旅館

制振ダンパーを外周の窓部分以外にコンパクトに配置することで、客
室からの眺望を確保しました。地震時の建造物の揺れを低減すること
で、被害の最小化を図りました。

施工写真

VESダンパー工法

客室内イメージ

外装仕上げ・防水の劣化診断 集合住宅

外壁や屋上など建物外部の外装仕上げや防水などの経年変化による
劣化状況を把握し、複数棟の維持保全計画を策定しました。

外観目視調査 外壁赤外線調査 塗膜付着力試験 シーリング物性試験

再アルカリ化工法 旧近江銀行愛知川支店

1926 年に建設された歴史的建造物の保存修理工事において、内部の RC 
躯体に電気化学的な再アルカリ化を実施しました。外部の装飾的な仕上
げ材と竣工当初の RC 躯体を保存できるためこの工法が採用されました。

保存修理後

施工状況

再アルカリ化の状況

前

後

リアネットE工法 事務所ビル・仙台市

2005 年にリアネット E 工法を施工。2011 年東日本大震災で被災した
際、既存タイルの剥落被害を回避する事ができました。2012 年に被害
個所の修繕工事を実施し、剥落防止・防水性など機能回復を図りました。

2005年

2011年

2012年

リフリート工法 旧志免鉱業所竪坑櫓保存修理工事

石炭採掘のため 1943 年に建設された RC 造の竪坑櫓であり、重要文化
財に指定されています。鉄筋腐食による損傷は部材耐力の低下が懸念さ
れる状態でした。重要文化財において極度に破損した RC 躯体の補修事
例は先例が無く、文化財的 RC 補修を実践した先駆的な工事例です。

補修前 補修中 補修後

構造体の耐用年数評価 商業施設

用途変更を目的に、既存構造体の耐用年数評価のためのコンクリート
圧縮強度・中性化、鉄筋かぶり厚さ・錆程度などを把握しました。

コンクリートコア採取 中性化試験 鉄筋腐食調査

事例
Case

調査・診断

修繕・改修

コンステックは持続可能な開発目標
（SDGｓ）を支援しています。



人口減少や少子高齢化、財政状況の悪化などの社会経済情勢や、民間や公共の建造物などの老朽化といった

背景から、国が示す「インフラ長寿命化基本計画」のように、建造物の長期使用・長寿命化が求められています。

建造物は、経年変化や損耗に伴う物理的劣化、高度化する社会的要求、地震などの災害への対応が維持保全

上の課題となっており、「耐久性」および「安全性・防災機能」の確保、「機能向上」を図ることが重要となります。

建造物の長寿命化を図るためには、予防保全型の維持保全の導入、定期的に調査・診断を行い、その結果を

踏まえた計画を策定し、当該計画に基づいて対策を実施していくという「メンテナンスサイクル」を構築し、

当該建造物の維持保全、長寿命化などを適切に取り組むことが重要となります。

長寿命化

耐久性

機能向上
安全性
・

防災機能

利便性の向上
設備更新
環境対応
メンテナンス性の向上

時代に応える機能向上
 トータルコストの縮減・平準化

躯体補修と劣化抑制による構造体の延命
高耐久な材料への変更
メンテナンス費用の縮減

建造物の耐震化
非構造部材の耐震化
災害時の防災機能維持

建造物の長寿命化のイメージ

長寿命化計画 点検・調査 計画・検討 修繕・改修

経過時間竣工

建造物の
性能水準

補修

支障のない程度まで回復 竣工時のレベルまで回復 竣工時のレベルより向上

中規模改修 長寿命化改修

・・・

経年による
機能・性能の劣化

時代により
求められる水準

竣工時の水準

建造物の長寿命化は

建造物竣工
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2 2

3
3 3

4
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構造躯体の耐久性向上
防水改修
外壁改修

非構造部材の耐震化
設備改修

（電気・空調・給排水・昇降機）

構造躯体の耐久性向上
防水改修
外壁改修

耐震補強
環境対応
非構造部材の耐震化

ユニバーサルデザイン化
設備改修

（電気・空調・給排水・昇降機）

建
造
物
の
性
能
水
準
と
補
修
・
改
修

にご相談ください

お客様が管理する建造物に合った
長寿命化をご提案・実行いたします。

メンテナンスサイクル

時代が求める
建造物の性能

建造物の長寿命化とは
About

施工実績（2000 ～ 2022 年度）

調査・診断
17,000件
土木を含む

アスベスト
除去・対策工事
6,500件

耐震診断
3,500件

耐震補強設計
2,200件

耐震補強工事
7,700件

補修・改修工事
15,500件
躯体補修、
外壁・防水改修など

アスベスト調査・分析
13,700件

建造物の維持保全上の課題は様々なものがあり、長期・継続し
た対応が必要です。コンステックは、創業から半世紀以上にわ
たり、既存建造物の維持保全を主軸とし、新技術の導入・開発
や、調査・診断から補修・補強工事の一貫実施体制の構築など、
多様なニーズに応えるよう努めてまいりました。

建造物の長寿命化、メンテナンスサイクルの実行の前提となる
「調査・診断」、「補修・補強工事」については、多様な技術と
豊富な実績がございます。

長寿命化計画は適宜見直す※ 1



点検・調査・診断2長寿命化計画1 工事計画・検討3 修繕・改修4

学校・公営住宅・自治体施設
公共施設等総合管理計画
個別施設計画

公
共
施
設

国立大学・私立大学
インフラ長寿命化計画

（行動計画・個別施設計画）

文
教
施
設

ビル・マンション・工場・倉庫・ホテル
維持保全計画

（長期修繕計画・点検調査）

必要な機能に対応した改修
（性能・社会的）

民
間
施
設

区分 把握の方法改善要素

耐久性
耐用年数調査
老朽度調査
12条点検

構造体の老朽化
（躯体補修、中性化対策）

外壁・防水の劣化

安全性
・

防災機能

耐力度調査
耐震診断
非構造部材

構造体の耐震性不足
非構造部材落下の危険性

機能向上

現況調査
ヒアリング
省エネ診断
法改正に伴う
遵法化

建築設備の更新
省エネルギー化
再生エネルギーの活用
有害物質対策

耐久性

躯体補修
中性化対策
外壁改修
防水改修

安全性
・

防災機能
耐震補強
非構造部材の耐震化

機能向上

建築設備の更新
省エネルギー化
再生エネルギーの活用
アスベスト等有害物対策

耐久性向上

欠損部の補修
外壁・屋上改修

中性化対策

腐食部の補修
外装・屋根の改修　　

耐震化
耐震補強
床荷重増加による構造補強

非構造部材の耐震化

設備更新

環境対応

断熱性向上（外断熱、屋根断熱）

日射遮熱（ルーバーの設置、壁面緑化）

高効率照明・空調

電気 空調 給排水 昇降設備

再生エネルギーの活用（太陽光発電）

アスベスト ダイオキシン PCB

耐久性

機能向上

省
エ
ネ
化

調査の分類 調査方法・必要資料等

目視調査 打診調査 赤外線調査 ドローン調査 高精細カメラ定期点検・12条点検

事前調査（スクリーニング調査 )

配管調査（内視鏡、Ｘ線透過、超音波、抜管検査 )

目視調査

目視調査 照度測定 耐震診断機器仕様の確認（製造・更新年）

機器性能評価（管理記録、電力など）　 室内環境測定 耐震診断

水質検査

採取試料の分析（吹付石綿、建材、塗材、下地調整材）アスベスト調査

設備調査

衛生

空調

電気

圧縮強度

圧縮強度 中性化深さ 設計図照合 ひび割れ調査 不同沈下測定 耐震性の評価

塩化物測定 アルカリ骨材試験
含水率測定 ひび割れ深さ測定

鉄筋腐食度 中性化深さ かぶり厚さ 不同沈下測定
耐力度調査

耐震診断

設計図 竣工図 改修図面 修繕履歴 検査済証 構造計算書資料調査

圧縮強度 中性化深さ 劣化調査 設計図書等耐用年数評価

目視調査 不同沈下測定

目視調査 打診調査 仕上げ材の付着力試験 シーリング試験 防水層の各試験

塩化物測定
アルカリ骨材試験 含水率測定 ひび割れ深さ測定

圧縮強度 鉄筋腐食度 中性化深さ かぶり厚さ
老朽度
調査

躯体

外壁・屋上

設計図書や図面、点検・調査や修繕
などの資料を確認分析して、建造物
の部位・部材の長寿命化を図る計画
を策定します。

長寿命化計画に従い、点検、調査、診
断を行い現状把握と改善要素を抽出し、
長寿命化計画へのフィードバックを図
ります。

点検・調査・診断に基づき、必要な対策を
ご提案致します。
必要な対策の工事計画や検討では、実践的
な工法検討・コスト・工期を提示します。

長寿命化の対策は様々な工種に及び、
かつ建造物を使い続けながらの工事が
必要です。経験とノウハウを活かし、
定期的な修繕から大規模な改修工事ま
で、安全安心な施工を行います。

コンステックが提供する点検・調査・診断方法一覧

長寿命化対策の流れ
Flow

区分 項目 実施内容区分 計画・検討項目

R
C
造

S
造

安全性
・

防災機能

修繕履歴
の確認

目視・打診調査 コンクリートの圧縮強度試験 コンクリートの中性化試験 鉄筋腐食調査

配筋調査 部材寸法調査 不同沈下測定 アスベスト含有量分析調査






